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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
＜議事内容＞

1．褥創発生者の確認

＜東病棟＞

・三浦　幹様～両踵部、Ｈ30.3.15発生。デザインR　右踵部30点　左踵部14点
　　　　　　　処置は両踵部にアクトシン軟膏塗布+ガーゼ保護。

　　　　　　　食事形態：粥・キザミ。2/3～全量摂取出来ている。

エンシュア6/13夕より中止。

· 高木　博美様～右大転子部、H30.5.31発生。6/10デザインR　0点　治癒。

· 三上　キネ様～両踵部、Ｈ30.6.14発生。デザインR　右踵部10点　左踵部9点

　　　　　　　　水疱形成のみ、ガーゼ保護。

　　　　　　　　絶食、内服止め、点滴キープ、現在2本。

　　＊現在褥瘡者　2名。
　

＜南病棟＞
· 滝沢　繁倫様～尾骨部　H30.6.4発生。デザインR　3点→6/25　4点

　　　　　　　　アズノール軟膏+ラップ保護。

　　　　　　　　食事摂取量：1/3～2/3程度、食事内のメイバランスミニは全量摂取。

　　　　　　　家族持参のメイバランスミニを補食で対応、全量摂取。

　　　　　　　排尿量少ない為、点滴でも対応している。
· 岡田　由太郎様～H30.6.14　左臀部発生。デザインR　3点

　　　　　　　　　H30.6.18　仙骨下治癒。
　　　　　　　　　処置は両踵部にアズノール軟膏塗布+ガーゼ保護。
　　　　　　　　　身体状態悪化の為、食事、内服中止、酸素療法、点滴療法にて経過観察中。

　　　　　　　　　仙骨部治癒の為、左側臥位禁とし、仰臥位と右側臥位での体位交換で対応。

　　　　　　　　　6/21から経管栄養開始。6/25治癒。

・西澤　信様～尾骨部、5/15発生。デザインR　7点→6/25　3点
　　　　　　　処置はアズノール軟膏+ラップ保護。
　　　　　　　食事形態：粗キザミ・硬粥・麺のみキザミ
食事摂取量は2/3～全量。

＊現在褥瘡者2名。
＜西病棟＞

・特記事項なし

＜北病棟＞

・特記事項なし

＜南山苑＞

· 佐藤　幸男様～H30.5.9発生　左大転子部　6/18治癒。

　　　　　　　　

・高島　吉太郎様～仙骨部　H30.6.20発生。デザインR　6/20　7点→7/2　5点

　　　　　　　　　6/20～ゲーベンクリーム+ガーゼ保護、7/2～アクトシン軟膏+ガーゼ保護へ変更。

　　　　　　　　　食事形態：ﾊｰﾌ食（粥・極キザミ）・メイバランス2.0　3本（1-1-1）2/3～全量摂取。

＊現在褥瘡者１名

＜南風苑＞
・褥瘡者なし

連絡事項

· 委員会の欠席届けの様式が変更になっています。理由の部分を昨年の理由から統計をとり、簡単に申請出来るよう選択式となりました、｢業務（救急・緊急）｣｢その他｣につきましては、必ず備考欄（コメント）連絡先が必須項目となります。選択肢に当てはまらない場合はその他へ入力お願いします。

勉強会

· 褥瘡予防についての勉強会実施。（資料は委員会のフォルダに入っていますので参照ください）

次回の委員会は8/7（火）16：00～病院2階会議室で開催予定となっています。
次回議事録は野々上千秋さんです。
